
内航海運の現状

◼ 内航海運は、国内貨物輸送全体の約４割、産業基礎物資輸送の約８割を担い、我が国の国民生活と経済活動を支え
る必要不可欠なライフライン。

◼ 内航貨物輸送量は、2009年度にリーマンショックの影響で急激に減少した以降はほぼ横ばいで推移していたが、
2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響により大きく減少し、また2023年度は産業基礎物資等の輸送需要の
減少により減少した。
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内航貨物輸送量の推移

（2023年度（百万ﾄﾝｷﾛベース））

セメント金属(鉄鋼等) 石油製品

（出典）「鉄道輸送統計年報」「航空輸送統計年報」「自動車輸送統計年報」「内航船舶輸送統計年報」より国土交通省海事局内航課作成

産業基礎物資輸送

の約８割

（2023年度：千トンキロベース）

輸送品目別シェア

「内航船舶輸送統計年報」より海事局内航課作成「内航船舶輸送統計年報」より海事局内航課作成

輸送モード別輸送分担率
（百万トンキロベース）
（2023年度）

国内貨物輸送

の約４割

538,029 

304,404 

2,247 

1,540 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

550,000

600,000

1
9

8
9

1
9

9
1

1
9

9
3

1
9

9
5

1
9

9
7

1
9

9
9

2
0

0
1

2
0

0
3

2
0

0
5

2
0

0
7

2
0

0
9

2
0

1
1

2
0

1
3

2
0

1
5

2
0

1
7

2
0

1
9

2
0

2
1

2
0

2
3

（千トン）

（年度）

（億トンキロ）

輸送トンキロ

輸送トン数

内航海運
154,015

38％自動車
229,180

57％

鉄道
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航空
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内航海運
16,433,019
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自動車
11,225,370
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内航海運
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80.2%

自動車
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内航海運
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84.2%

自動車
3,034,534
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20.9%

19.2%
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石油製品

非金属鉱物（石灰石等）

金属（鉄鋼等）

セメント

特種品

製造工業品（紙・パルプ・食料工業品等）

化学薬品・肥料・その他

砂利・砂・石材

石炭

機械（自動車等）

その他（農林水産品等）

合計
154,015
(百万トンキ

ロ)
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